
 

技 006A 

ＳＯＧ制御器の制御電源電流について 

 

 下表に弊社が近年販売しておりますＳＯＧ制御器の制御電源電流値及び，Ｐ１－Ｐ２間の抵抗値を記

載します。 

 

種類 形式  
制御電源ＡＣ１００Ｖ

時の電流値 

Ｐ１－Ｐ２間の抵抗値 

（直流抵抗値） 

方
向
性 

ＯＤＧ－Ｓ６形 

常 時（※2） 
約 ８ｍＡ 

約１７ｍＡ 
約５．５ＭΩ 

動作時（※2） 
約１７ｍＡ 

約３８ｍＡ 

ＯＤＧ－Ｓ３形 

  （Ｓ３－Ｂ形） 

常 時 約３８ｍＡ 
約２５０Ω 

動作時 約４４ｍＡ 

ＯＤＧ－Ｓ２Ａ形 

  （Ｓ２Ａ－Ｂ形） 

常 時 約３８ｍＡ 
約２５０Ω 

動作時 約４４ｍＡ 

ＯＤＧ－ＴＦ１形 

（ＴＢ１形） 

常 時 約２２ｍＡ 
約１００Ω 

動作時 約３６ｍＡ 

ＬＤＧ－２８Ｄ形 

（２８Ｂ形） 

常 時 約１６ｍＡ 
約２００Ω 

動作時 約２６ｍＡ 

ＯＤＧ－Ｓ１Ａ形 

    （Ｆ４形） 

常 時 約１８ｍＡ 
約２５０Ω 

動作時 約３３ｍＡ 

非
方
向
性 

ＯＲ－ＳＯＧ６形 

常 時（※2） 
約 ７ｍＡ 

約１８ｍＡ 
約５．３ＭΩ 

動作時（※2） 
約１７ｍＡ 

約３９ｍＡ 

ＯＲ－ＳＯＧ３形 

ＯＲ－ＳＯＧ５形 

常 時 約１３ｍＡ 
約６５０Ω 

動作時 約２６ｍＡ 

ＯＲ－ＳＯＧ－Ａ形 
常 時 約２３ｍＡ 約７５０Ω 

（約５００Ω）(※1) 動作時 約３２ｍＡ 

※1・・・動作表示器がマグサインの場合。 

※2・・・交流の値は「実効値」で表すことになっていますが、テスタでは「真の実効値 True RMS)」 

【高周波成分を含んだ実効値を算出】と「平均値整流形(MEAN)」【歪のない正弦波として実効値

を算出】の２通りの方法があり、スイッチング電源など、歪のある波形時に異なった測定値を示

します。上表では上段が平均値整流形，下段が真の実効値の測定値を記載しています。 

(※２)以外の形式についてはどちらの方法でもほぼ同じ値となります。 


